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事業名称及び代表者名

中央建設工業株式会社

代表取締役　社長　金子敏夫

所在地

本社　　長野県松本市寿北９丁目１番６号

資材置場 長野県松本市大字寿豊丘雨掘552-1他

環境管理責任者氏名及び連絡先

環境管理責任者 岩岡範行

連絡先 電話： 0263-58-6826

ＦＡＸ： 0263-58-6824

Ｅ-mail： ｃｋ２－iwaoka@cpost.plala.or.jp

事業内容

建設業 許可業種 土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

許可番号 長野県知事　許可（般-4）第14234号

有効期限 令和9年6月3日

事業規模

設立 昭和60年5月1日

資本金 1.200万円

売上高 7億6千万円

従業員 13人（代表者、パート含む）

延床面積 本社　529.64ｍ2 資材置場　2092ｍ2

車両重機 車両  19台・重機械等  37台

事業年度

5月～4月

組織

中央建設工業株式会社　（全活動、全従業員）

レポート対象期間

2022年5月1日～2023年4月30日

1．組織の概要

2．対象範囲
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1．ＥＡ21運用実施組織

代表取締役社長

金子敏夫

環境管理責任者

岩岡範行

外構土木部 土木部

部門長 部門長

2.　責任及び権限

　　　1）代表者

①　ＥＡ21環境経営に対するすべての責任と運用に係わる権限を持つ。

②　環境経営の構築、運用に係わる必要な資源、資材、設備を用意する。

③　環境管理責任者の任命

④　環境方針の設定、見直し及び従業員への通達、伝達を行う。

⑤　環境目標・環境活動計画の確認及び承認

⑥　全体の実施評価及び見直しを行う。

⑦　環境活動レポートの承認

2) 環境管理責任者、事務局

①　環境経営システムの構築、運営、管理。

②　構築、運営、管理に必要な各種要素の分析、集計、評価の取りまとめを行う。

③　問題点の是正処置、予防処置に対しての指示、改善事項への対処、処理を行う。

④　法規制等の遵守状況のチェック、取りまとめを行う。

⑤　環境レポートの作成、確認、公開を行う。

　　　3）部門長

①　部門内においての環境方針の周知徹底。

②　部門に関連する目標、計画の達成の為の教育、訓練の実施。

③　部門に関連する目標、計画の達成状況の報告、改善、是正、予防等実施及び報告。　

　　　4）全従業員

①　環境方針の理解と環境不可問題に対する取り組みへの活動。

②　環境活動計画の達成のための意識の向上を図り、改善、予防等の自主的な行動。

　　　　　全　従　業　員

　　舗装工事部

　　部門長

総務部

3.実施組織

ＥＡ２１事務局
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1

2

3

事業活動に伴う関連法規、環境関連法規制の遵守

事業活動における環境目標の策定及び継続的改善

①　化石燃料の消費削減における二酸化炭素の排出量削減

行動指針

限りある資源の有効利用、安全、安心な住みよい環境を作るため、環境保全

活動、環境負荷の削減を図る取り組みに向け、継続的に活動します。

　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長   金子敏夫

環境経営の継続的改善の誓約

4．環境経営方針

　私たちは、お客様に満足して頂ける「土木・舗装」工事を行うため

全社員が一丸となって「技術・技能」を磨くと共に、事業活動を通して

環境方針

　　　　　　　　　　　　　制定日：2021年2月22日

　　　　　　　　　　　　　中央建設工業株式会社

④　現場環境への配慮

⑤　資材、材料の同一使用頻度の向上

⑥　現場での社会貢献

⑦　環境経営方針の従業員への周知徹底、社外への公表

②　産業廃棄物の削減

③　節水
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5．環境経営目標（中長期）
年度期間

５月～翌年４月

項目 単位
2020年度

基準年　100％

2022年度

目標　98％

2023年度

目標　97％

2024年度

目標　96％

ＣＯ2

総排出量
kg-CO2 216,481 212,151 209,987 207,822

※　電力二酸化炭素換算係数　0.377kg-co2/kWh（2021年中部電力ミライズ　調整後係数）

※　化学物質　業務上使用無

品目
軽油

ℓ

灯油

ℓ

ガソリン

ℓ

LPG

ｋｇ

水道水

ｍ3

電気

ｋWｈ

年 1222.6 52.1 327.3 33.5 1.7 490.6

月 101.9 4.3 27.3 2.8 0.1 40.9

日 4.5 0.2 1.2 0.1 0.006 1.8

社会貢献
現場周辺の清掃

会社周辺の生活道路の除融雪

現場から泥等持ち出さない・現場周辺のゴミ拾い・現場

の整理整頓・除雪区間以外の生活道路の除融雪

2022年度削減目標量

年間稼働日　２７1日(労基署提出就業日）

水道水 ｍ3 86 84 83 83

59,295 58,684

灯油 ℓ 2,606 2,554 2,528 2,502

軽油 ℓ 61,129 59,906

ＬＰＧ kg 1,674 1,641

16,363 16,036 15,872 15,708

電力 KWh 24,528 24,037

1,624 1,607

23,792 23,547

ガソリン ℓ

車両、重機

の環境配慮

使用回数頻度の向上
型枠材、丁張材、コンパネ等使用できくなくなるまで使

う・資材発注時の数量確認

1,321 1,308

46％

26台/56台

1,583 1,567 1,550

産業

廃棄物
ｔ 1,362 1,335

事業系一

般廃棄物
ｋｇ 1,615

資材

材料

％

台/台

39％

22台/56台

43％

24台/56台

45％

25台/56台
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二酸化炭素排出量削減 目標削減値

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　　・

・

・

・

・

廃棄物排出量削減

32ｋｇ

・

・

・

・

・

事業系一般廃棄物量削減　　　　　　　　　　　　　　　　              総務

社内回覧用紙等は、裏紙を使用する。

社内ネットワークを活用し、紙での情報共有は極力行わない。

メールでのやり取りを活用し、紙での印刷は必要最小限にする。

最終的に廃棄物となるようなものは、相手と協議の上最小限とする。

分別を行い、専用収集場所に持っていく。

目標削減値

1550ℓ　　　　3914ｋｇ－Co2

6．環境経営計画

電気使用量削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              総務

エアコンの温度管理（夏季２８～26度、冬季２０～22度）

不要照明の消灯

OA機器の電源管理（節電モード、設定自動電源OF）

車両の現場までの最短距離での運行

乗り合わせなどでの車両使用数の削減

急加速、急発進、急停止禁止、経済速度での適正運転

積載重量にあった積荷（過積載防止）

必要最小限でのアイドリング特に冬場（重機、車両）

33ｋｇ　　　　　99ｋｇ－Co2

目標削減値　

休憩時及び作業外のエンジン停止の徹底

アクセルは８０％（重機）で使用

事務所内は基本ストーブは使用しない（エアコン使用）

LPG使用量削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　    施工３部門 総務

舗設時の最小限での使用

冬季の温水温度設定（２０度）

灯油使用量削減　　　　　　　　　　　　　　　                施工３部門 総務

冬季の始業、休憩、終業時体が温まったら消火する。

52ℓ　　　　　　129ｋｇ－Co2目標削減値

目標削減値

ガソリン、軽油使用量削減　　　　　　　　　　　　         施工３部門 総務

491KWh　　　186ｋｇ－Co2

エンジンオイル、冷却水、油圧オイル、空気圧等日常点検の徹底

4330ｋｇ－Co2

目標削減値
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27ｔ

・

・

・

・ 使用できるうちは、買え替えない

・ 発注時の数量確認

・ 現場から泥等を持ち出さない

・ 現場周辺のゴミ拾い

・ 現場の整理整頓

・ 除雪区間以外の生活道路の除融雪

水使用量削減

目標削減値

・

・

車両、重機の環境配慮 目標車数 24台/56台

・

・

・

水道水使用時は、出しっぱなしにしない。

常日頃から節水に努める。

リサイクル品目の積極的利用

3Rのより一層の促進

水道水の削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  総務

施工現場毎の環境配慮への工夫、改善

2ｍ3

資材・材料

使用回数の増加・余分に注文しない　　　　　　　　　　　施工３部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会貢献

現場周辺のの清掃・会社周辺の除融雪　　　　　　　　　　施工３部門

産業廃棄物量削減　　　　　　　　　　　　　　　　                施工３部門

産業廃棄物のマニフェストでの適正管理

目標削減値　

１台（４3％）

現場環境への配慮　　　　　　　　　　　　　　　　　            施工３部門

低燃費、排気規制車への順次入れ替え

低騒音、排気ガス対策重機への入れ替え
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実績 対比 評価

212,453.2 302.2

㎏－co２ 100.14%

電力の二酸化炭素削減

実績 対比 評価

7,002.4 -2107.6 

㎏－co２ 76.9%

目標

9,110.0
〇

7．環境経営計画の取り組み結果及び評価

二酸化炭素排出量

目標

212,151.0

㎏－co２

㎏－co２

×

375.492
495.378

553.436
458.432456.547 456.17

602.446

913.094887.081
778.128

579.826

446.368

560.19

1297.73

811.06

975.92

1249.54

480.1

699.06

681.08

1426.76

1010.3
1026.06

564.02
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月

電気月別排出量

今期 基準年

ｋｇ

19.50 

22.06 

13.58 
12.87 

15.73 

23.41 

19.42 

23.47 

16.07 15.64 15.40 15.30 

19.5 19.7

17.7

13.1

16.8 16.3
17.7

22.3

14.8

17.8

21.9

18.8 

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ｔ
基準年度対比 月別総ＣＯ２排出量

今期 基準年
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化石燃料の二酸化炭素削減

実績 対比 評価

205,450.8 2407.8

㎏－co２ 101.2%

事業系廃棄物排出量の削減

取組結果

実績 対比 評価

8575.6 6992.6

ｋｇ 541.7%ｋｇ

目標

1,583.0
×

目標

203,043.0
×

㎏－co２

19124 

21564 

13031 

12416 

15275 

22953 

18814 

22554 

15188 

14863 

14817 

14852 

19028.80 

18577

17137

12491

16153

15799
16983

21577

13960

16782

21109

17588

0
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10000

15000

20000

25000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

ｋｇ

月

化石燃料CO2排出量

今期 基準年排出量

2975

0

1040

0 0 0

1860

0 0 0 0

2700.6

15

505

15
5

515

10
15

505

15
5

5

10
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2200
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2400
2500
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2800
2900
3000
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ｋｇ

月

事業系廃棄物排出量

今期 基準年排出量
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産業廃棄物排出量の削減

実績 対比 評価

489.01 -845.99 

ｔ 36.6%

水使用量の削減

実績 対比 評価

86.0 2.0

ｍ3 102.4%

車両、重機の環境配慮 目標車数 24台/56台

取組結果　〇 1台   24台/56台

資材・材料

取組結果　〇　余分に購入しない、使える資材は使用する、施工前に購入計画の立案

社会貢献

1台（43％）

〇

取組結果　〇　除雪対象外の近隣道路の除融雪、現場清掃

84.0
×

ｍ3

目標

1,335.0

ｔ

目標

27.88
58.11

0

0.83 0

374.89

7 0 0
20.3

0 0

5 0

22.4 53.04

111.94

118.8

533.31

232.54

0

18.32

266.75

0

0

100

200

300

400

500

600

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

t

月

産業廃棄物排出量

今期 基準年排出量

13.00 

0.00 

16.00 

0.00 

16.00 

0.00 

11.00 

0.00 

13.00 

0.00 

17.00 

0.00 

14

0

14

0
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0

15

0
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0

16

0

0.00
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10.00
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16.00

18.00

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

ｍ3

月

水使用量

今期 基準年使用量
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二酸化炭素排出量 目標値

次年度の取り組み

・

全体排出量を削減

軽油使用量の削減 目標値 59,295ℓ

次年度の取り組み

・

・ エンジンオイル、冷却水、油圧オイル、空気圧等日常点検の徹底

・ 車両の現場までの最短距離での運行

・ 乗り合わせなどでの車両使用数の削減

・ 急加速、急発進、急停止の禁止、経済速度での適正運転

・ 積載重量にあった積荷（過積載防止）

・ 必要最小限でのアイドリング特に冬場（重機、車両）

・ 休憩時及び作業外のエンジン停止の徹底

・ アクセルは80％（重機）で使用

ガソリン使用量の削減 目標値 15.872ℓ

次年度の取り組み

・

・ エンジンオイル、冷却水、油圧オイル、空気圧等日常点検の徹底

・ 車両の現場までの最短距離での運行

・ 乗り合わせなどでの車両使用数の削減

・ 急加速、急発進、急停止の禁止、経済速度での適正運転

・ 積載重量にあった積荷（過積載防止）

・ 必要最小限でのアイドリング特に冬場（重機、車両）

・ 休憩時及び作業外のエンジン停止の徹底

・ アクセルは80％（重機）で使用

灯油使用量の削減 目標値 2,528ℓ

次年度の取り組み

・

・ 冬季の始業、休憩、終業時体が温まったら消火する。

・ 事務所内は基本ストーブは使用しない。（エアコン使用）

下記化石燃料、電力削減計画等に元付く継続的な改善で

継続的な改善

継続的な改善

継続的な改善

8．環境経営計画の次年度の目標及び計画   　　2023年５月～2024年４月

209.987ｋｇ－Co2
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LPG使用量の削減 目標値 1,624ｋｇ

次年度の取り組み

　　・

・

水使用量の削減 目標値 83ｍ3

次年度の取り組み

・

・

電気使用量の削減 目標値 23.792KWh

次年度の取り組み

・ エアコンの温度管理（夏季28～２６度、冬季20～22度）

・ 不要照明の消灯

・ OA機器の電源管理（節電モード、設定自動電源OF)

事業系廃棄物の削減 目標値 1,567Kg

次年度の取り組み

・ 社内回覧等は裏紙を使用する。

・ 社内ネットワークの活用。

・ 分別を行い専用集積場に持って行く。

産業廃棄物の削減 目標値 1,321ｔ

次年度の取り組み

・ 産業廃棄物のマニフェストでの適正管理

・ リサイクル品の積極的活用

・ ３Rのより一層の促進

車両、重機の環境配慮 目標増車数 25台/56台

次年度の取り組み

・

・

・

資材・材料

次年度の取り組み

・ 使用できるうちは、買え替えない

・ 発注時の数量確認

社会貢献

次年度の取り組み

・ 現場から泥等を持ち出さない

・ 現場周辺のゴミ拾い

・ 現場の整理整頓

・ 会社周辺の生活道路の除融雪

１台（４5％）

水道水使用時は、出しっぱなしにしない。

常日頃から節水に努める。

低燃費、排気規制車への順次入れ替え

低騒音、排気ガス対策重機への入れ替え

施工現場毎の環境配慮への工夫、改善

舗設時の最小限での使用

冬季の温水温度設定（２０度）
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結果

○契約書

○

○

○

○　許可書

○（記録簿）

○許可書

車検整備記録

○記録簿

環境関連法規等の遵守状況の確認結果及び評価結果

関連法規

フロン排出抑制法

違反、訴訟等

道路法

道路交通法

内容

委託契約（収集運搬、処分）

マニフェスト交付、管理

9.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果

産廃実績、計画報告書、産廃管理表交付報告

多量排出業者実績、計画報告書

自社収集運搬時の表示、書類携行

再資源化計画書、再資源化報告書

道路使用許可申請書

5月15日～25

日提出

該当無

　はありませんでした。

　関係機関からの指摘、違反、訴訟等も過去５年間有りませんでした。

特定建設作業事業実施届出書

建設リサイクル法

産業廃棄物処理法

排出ガス対策型建設機械

の普及促進に関する規定

低騒音、低振動建設機械

の指定に関する規定

道路交通法

　環境関連法規の遵守状況の確認をおこなったところ、過去５年間違反事項

道路運送車両法 点検整備記録

乗車前のアルコール検知

道路占用許可申請書

点検記録
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少しづつでも成果が出てきているので次年度も継続

環境経営目標の達成

個々に目標値と比較すれば電力と産廃以外は達成できていないが

前年度と比較すると、排出要因の対比数字が下回っているので

一定の成果が表れていると思われる。

環境経営活動計画の実施状況

重機の最大出力の80％くらいまででの作業、アイドリング停止、整理整頓

節水、電燈のこまめな消灯など日々の積み重ねが見て取れる。

環境負荷の自己チェック結果

前年度もそうであったが、軽油の排出量の削減が工事量との兼ね合いで

難しいが、毎日の積み重ねで今期は前年より減少しているので、このまま

次年度でも継続していきたい。

運用組織（実施体制）

　ISO9001と関連付けて運用している。

外部関係者との対応

顧客、取引先、工事に伴う関係者等良好な関係が継続している。

1件工事に伴うクレームがあったが、すぐ対処してその方とも良好な

関係が続いている。対外的には問題無しと思われる。

見直し・指示の結果

弊社の事業では、排出量の一番多いのが、化石燃料なのだが

前年度の目標対比率が125.8％に対して今期は目標対比率が101.2％まで

減少している。工事量は前年、今期共ほぼ同額なので目標達成は

出来なかったが、それなりの成果が表れていると思われる。

環境経営方針

10．代表者による全体評価と見直し・指示の結果
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